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はじめに 

 有剣ハチには，花粉を食べるハナバチ，他の昆虫を食べる狩バチ，他の昆虫に寄生する寄生バチと異な

る食性群が含まれている．これらは，花粉媒介や，捕食・寄生による食物網の制御や天敵防除など，生態

系や人間活動にとって重要な役割を果たしている． 

 厚岸町周辺は海霧の影響で夏でも涼しい気候が保たれており，低地にもかかわらずダケカンバ，トド

マツ，ガンコウラン，イソツツジといった高山に生息する植物が生育している．昆虫類では，高山植物を

食べる高山蛾などの生息が知られている．しかし，食草の有無によって生息が決まる高山蛾と違い，有剣

ハチは様々な種類の花粉や昆虫を餌にしている．そのため，生息する有剣ハチの種構成として，(1) 高山

に固有，(2) ほかの低地と類似，(3) どちらでもない，という 3 つの可能性が考えられる．また，湿原と

森林では異なる種が生息しており，その種多様性が異なる可能性もある． 

 本研究では，厚岸町の湿原および森林において有剣ハチを採集し，湿原と森林の種多様性の比較を行

った．また，内陸の山地森林環境の種構成と比較し，厚岸町の有剣ハチ群集がどのような特性を持ってい

るのかを明らかにすることを目的とした． 

 

材料と方法 

 調査は北海道厚岸町の国有林および道有林全域で行った（図 1，表 1）．調査環境はヨシ，スゲ，ヤナギ

などで構成される湿原，ミズナラ，ダケカンバ，ヤチダモ，トドマツなどで構成される天然広葉樹林およ

び針広混交林，トドマツ，カラマツなどで構成される針葉樹人工林であった．調査時期は 2021 年 7 月 19

日～30 日である． 

 調査は捕虫網を用いた見つけ採り（訪花中などを目視で見つけ網で採集）やスウィーピング（ササや樹

冠部などで無作為に網を振って採集），およびイエローパントラップを用いた採集を行った．イエローパ

ントラップは設置後 48 時間で内容物を回収した．サンプルはすべて 80％エタノールに入れて持ち帰り，

同定を行った．同定は多田内・村尾（2014），寺山・須田（2016）を用いて行った．得られたサンプルは

現在上森が保管しているが，一部は九州大学農学部昆虫学研究室で保管されている． 

 解析は R（ver. 3.5.0，Windows 版；R Core Team 2018）を用いて行った．個体数，種数，種多様性

（Simpson の多様度指数）の解析は vegan パッケージ（Oksanen et al., 2018）を用いた．種構成の類似

度の解析は pvclust（Suzuki et al. 2019）および scaleboot（Shimodaira 2019）パッケージを用い，個体数

を加味する ward 法を用いて行った（ブートストラップ反復回数：10000 回）．植生（広葉樹，針葉樹，湿

原）や土地利用（天然林，人工林，湿原）間の個体数，種数，種多様性の違いを調べるために，分散分析

（ANOVA）を行った． 

 



 

 

 

結果と考察 

 今回は，イエローパントラップで採集された有剣ハチに関して記述する． 

 

1. イエローパントラップで得られた有剣ハチ相 

調査地名 Site Name 標高 北緯 東経 優占樹種 針・広・湿 常緑・落葉・湿原 天然・人工 天然・人工・湿原 設置期間

愛冠 Aik 79 43.019530 144.841569 トドマツ 針葉樹 常緑樹 天然 天然 20-22

糸魚沢1-1 Ito1.1 8 43.097418 144.929477 ヤナギ類 湿原 湿原 天然 湿原 22-24

糸魚沢1-2 Ito1.2 8 43.097418 144.929477 ヤナギ類 湿原 湿原 天然 湿原 24-26

糸魚沢2 Ito2 8 43.097418 144.929477 ヨシ・スゲ 湿原 湿原 天然 湿原 24-26

床譚 Tok 128 43.002045 144.879141 トドマツ 針葉樹 常緑樹 天然 天然 20-22

別寒辺牛1 Bek1 7 43.139687 144.856846 ミズナラ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 22-24

別寒辺牛2-1 Bek2.1 12 43.141240 144.854949 カラマツ 針葉樹 落葉樹 人工 人工 20-22

別寒辺牛2-2 Bek2.2 12 43.141240 144.854949 カラマツ 針葉樹 落葉樹 人工 人工 22-24

別寒辺牛3 Bek3 5 43.162881 144.848237 ミズナラ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 20-22

別寒辺牛4-1 Bek4.1 5 43.175662 144.858875 ヤナギ類 湿原 湿原 天然 湿原 20-22

別寒辺牛4-2 Bek4.2 5 43.175662 144.858875 ヤナギ類 湿原 湿原 天然 湿原 22-24

別寒辺牛5 Bek5 10 43.213467 144.791101 ミズナラ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 21-23

別寒辺牛6 Bek6 7 43.211974 144.787810 ヨシ・スゲ 湿原 湿原 天然 湿原 21-23

奔渡1-1 Pon1.1 76 43.015473 144.875345 トドマツ 針葉樹 常緑樹 人工 人工 20-22

奔渡1-2 Pon1.2 76 43.015473 144.875345 トドマツ 針葉樹 常緑樹 人工 人工 23-25

末広1-1 Mab1.1 112 42.994714 144.918454 トドマツ 針葉樹 常緑樹 人工 人工 20-22

末広1-2 Mab1.2 112 42.994714 144.918454 トドマツ 針葉樹 常緑樹 人工 人工 23-25

末広2-1 Mab2.1 107 42.992787 144.921249 ダケカンバ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 20-22

末広2-2 Mab2.2 107 42.992787 144.921249 ダケカンバ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 23-25

霧多布1 Kir1 11 43.079940 145.034670 ヨシ・スゲ 湿原 湿原 天然 湿原 22-24

霧多布2 Kir2 26 43.078309 145.040532 ミズナラ 広葉樹 落葉樹 天然 天然 22-24

表1. イエローパントラップ調査地の概要および植生や土地利用に関する分類．設置期間はすべて7月．



 イエローパントラップにより，11 科 61 種 314 個体（うち不明 10 種）の有剣ハチが得られた（付録

1）．このうち，ヤマトセイボウモドキは北海道未記録種であった．道東地域は有剣ハチのまとまった分布

記録がほとんどなく，近年の記録は霧多布湿原（霧多布湿原ナショナルトラスト 2018）と足寄町（上森

ら 2022）のみである．そのため，本調査で得られた有剣ハチのリストは，生態系や生物多様性保全のた

めの重要な基礎データとなる．なお，霧多布湿原では 53 種（うち学名未決定 5 種）の有剣ハチが記録さ

れているが，本調査で得られたもののうち 50 種はこのリストに含まれていなかった． 

 限られた調査期間にも関わらず，多くの種を確認することができた．例えば上森ら（2022）では標高

200～1600m の天然林や二次林で，時期の異なる 3 回のイエローパントラップ調査を行った結果，62 種

を記録している．本調査で短期間のうちに多くの種を確認することができたのは，湿原と森林という異

なる生息環境が隣接しており，それぞれを生息適地とする種や両環境を必要とする種などが得られたた

めであると考えられる． 

 

2．厚岸町の有剣ハチ群集 

・種構成の類似度 

 湿原と森林の種構成の類似度を調べたところ，湿原と森林に分かれることはなく，主に“厚岸湖南側の

針葉樹林”と“それ以外の広葉樹，針葉樹，湿原”の 2 つのグループに分かれた（図 2）．明確な理由は不明

だが，厚岸湖南側は低気温，高湿度，日照の少なさ，塩害などの海霧の影響を強く受けていると考えられ

るため，それらに耐性のある種が特異に生息しているのかもしれない．なお，これらの地点ではマエトウ

マメカマバチが優占している点が特徴的である．湿原と森林にわかれなかった理由としては，営巣場所

は森林，採餌場所は湿原である種がおり，その種が両環境で採集されたということが考えられる．有剣ハ



チは地中に営巣する種が多く，湿原の水分を多量に含んだ土壌では，巣の強度を保てない，カビなどの病

害に見舞われやすいなどのデメリットがあり，営巣環境として適さないことが推測される．本地の有剣

ハチ類の保全のためには，湿原・森林の両環境を維持することが重要であることが示唆される． 

 

・植生間の比較 

 広葉樹，針葉樹，湿原という植生の違いを比較したところ，個体数は湿原に比べ広葉樹で有意に少なか

った（図 3）．種数は湿原に比べ針葉樹で有意に少なかった（図 3）．種多様性は 3 つのタイプの間で差は

なかった（図 3）．また，常緑樹，落葉樹，湿原の違いを比較したところ，個体数と種数は湿原に比べ常

緑樹で有意に少なかった（図 4）．種多様性は 3 つのタイプの間で差はなかった（図 4）． 

イエローパントラップは色で誘引するという特性があるため，広葉樹林や針葉樹林，常緑樹林に比べ，

明るくトラップが視認しやすい湿原で多くの個体数が得られたと考えられる．Simpson の多様度指数は

種数が多く，かつそれぞれの種が均一に生息している場合に高くなる指数である．森林環境で得られた

個体数や種数は少なかったが，個体数に対する種数の割合が大きかった（つまり，得られた個体はほとん

ど違う種であった）ため，湿原と比較しても差がなかったと考えられる．また，森林環境に生息している

潜在的な種数はより多い可能性が示唆された． 

 

 

・土地利用間の比較 



 土地利用について，天然（天然林，二次林，湿原）と人工（カラマツ，トドマツ人工林）の違いを比較

したところ，個体数の違いはなかったが，種数と種多様性は天然に比べ人工で有意に低かった（図 5）．

また，天然林（天然林，二次林），人工林（カラマツ，トドマツ人工林），湿原の違いを比較したところ，

個体数は湿原に比べ天然林で少なかった（図 6）．種数は湿原に比べ人工林で少なかった（図 6）．種多様

性は天然林と湿原に比べ人工林で低かった（図 6）． 

 人工林と湿原の個体数に有意な差はなかったが，これはカラマツ人工林において多くの個体が得られ

たことが影響していると考えられる．カラマツ人工林は落葉樹ということもあり，林床が明るくハチが

トラップされやすかったことが考えられる．一方でカラマツ人工林では特定の種（ヤマトセイボウモド

キ）が優占していたため，種数や種多様性としては低くなったと考えられる．人工林に比べ天然林・二次

林や湿原環境で種多様性が高く，トラップ効率に関わらず天然性の環境で多くの種が生息していること

が明らかになった．トドマツは厚岸町周辺に自生している植物ではあるが，下層植生の刈払いや高密度

育林などの人工林施業の実施は，有剣ハチの種多様性を下げる要因となることが示唆された． 

 

 

 

３．厚岸町と足寄町の有剣ハチ群集の比較 

 厚岸町の有剣ハチ群集の特性を調べるため，8 月上旬に本調査と同様の方法で採集された足寄町の有剣

ハチ群集と比較を行った．足寄町は十勝平野内陸部に位置しており，西側の山地は東大雪地域に含まれ



る．足寄町では標高 200~1600m の範囲の約 100m ごとにサイトを設けており，標高 200~400m はミズ

ナラ・シラカンバ・オオバボダイジュなどからなる落葉広葉樹林，標高 500~1300ｍはトドマツ・エゾマ

ツ・アカエゾマツが優占する針広混交林，標高 1300~1500m はダケカンバ矮小林，標高 1500~1600m は

ハイマツ林である（上森ら 2022）． 

厚岸町と足寄町の有剣ハチ群集の種構成を比較すると，大きく“足寄町の高標高”と“それ以外”の地域に

分かれた（図 7，赤枠）．厚岸町と足寄町高標高の有剣ハチ群集は異なる種構成をしており，植生や気候

が類似していても生息している有剣ハチは異なることが明らかになった．また，“それ以外”の地域の中で

もいくつかのグループに分かれていた（図 7，青枠）．このグループは厚岸町と足寄町で分かれており，

厚岸町の有剣ハチ群集の種構成は少なくとも足寄町の低地とは異なることが明らかになった．このグル

ープの中でも湿原と森林といった分かれ方はしなかった． 

 

 

結論 

 厚岸町における有剣ハチ群集は天然性林や湿原で種多様性が高く保たれており，多くの種が両環境に

生息していることが明らかになった．湿原環境の保全が注目されがちだが，有剣ハチ群集の保全のため

には森林環境の保全も同時に行う必要があることが示唆された．また，厚岸町の有剣ハチ群集は植生の

類似する高地森林や気候の異なる他地域の低地森林とは異なっており，群集の特殊性が示された．この

特殊性が地域的なものか，湿原と森林が隣接しているという環境的なものかという疑問が残された．今



後，他地域の湿原－森林環境や，低地森林での調査を行うことで，有剣ハチ群集の支配要因を明らかにし

ていきたい． 
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付録 1. 厚岸町においてイエローパントラップで得られた有剣ハチリスト．数字は個体数を示す． 

 

 

愛冠 糸魚沢1-1 糸魚沢1-2 糸魚沢2 床譚 別寒辺牛1 別寒辺牛2-1 別寒辺牛2-2 別寒辺牛3 別寒辺牛4-1 別寒辺牛4-2 別寒辺牛5 別寒辺牛6 奔渡1-1 奔渡1-2 末広1-1 末広1-2 末広2-1 末広2-2 霧多布1 霧多布2

ミツバチ上科 Apoidea

ヒメハナバチ科 Andrenidae

エゾヒメハナバチ

Andrena ezoensis  Hirashima, 1965
1

タカネマメヒメハナバチ

Andrena subopaka  Nylander, 1848
1

ミツバチ科 Apidae

ヒメマルハナバチ

Bombus beaticola  (Tkalcu, 1968)
1

アカマルハナバチ

Bombus hypnorum  (Linnaeus, 1758)
1

オオマルハナバチ

Bombus hypocrita  Pérez, 1905
1 1

シュレンクマルハナバチ

Bombus schrencki  Morawitz, 1881
1

イッシキキマダラハナバチ

Nomada issikii  Yasumatsu, 1939
2

ムカシハナバチ科 Colletidae

ヤマノメンハナバチ

Hylaeus confusus  Nylander, 1852
1 1 2

アルマンメンハナバチ

Hylaeus globula  (Vachal, 1903)
1

ホソメンハナバチ

Hylaeus macilentus  Ikudome, 1989
1 1

ツノブトメンハナバチ

Hylaeus pfankuchi  (Alfken, 1919)
1 4 4 3 7

ギングチバチ科 Crabronidae

ヤマトドロバチモドキ

Nippononysson rufopictus  Yasumatsu &

Maidl, 1936

1

ヒメドロバチモドキ

Nysson trimaculatus  (Rossi, 1790)
2 4

スギハラギングチ

Crossocerus styrius  (Kohl, 1892)
1

チャタテギングチ

Rhopalum gracile  Wesmael, 1852
1 1 2 1 5 1

ヤマトトゲアナバチ

Oxybelus strandi  Yasumatsu, 1935
1

ケシジガバチモドキ

Trypoxylon exiguum  Tsuneki, 1956
1 1

ヒメジガバチモドキ

Trypoxylon fronticorne  Gussakovskij, 1936
1 1 1

サッポロジガバチモドキ

Trypoxylon sapporoense  Tsuneki, 1960
3 2 1 2 1 1 2

ハエトリバチ

Mellinus obscurus  Handlirsch, 1888
1

ヒメイスカバチ

Passaloecus clypealis  Faester, 1947
1 1 1 6 1 4

シロシタイスカバチ

Passaloecus insignis  (Van der Linden, 1829)
1

ジュズダマイスカバチ

Passaloecus monilicornis  Dahlbom, 1842
1 1 1

アイヌアリマキバチ

Pemphredon inornata  Say, 1824
1

ヤマヨコバイバチ

Psen affinis  Gussakovskij, 1937
1

エゾマエダテバチ

Psenulus gussakovskiji  van Lith, 1973
1
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コハナバチ科 Halictidae

ホクダイコハナバチ

Lasioglossum duplex  (Dallla Torre, 1896)
1

ニッポンコハナバチ

Lasioglossum nipponense  (Hirashima, 1953)
1

ヨイヤミコハナバチ

Lasioglossum caliginosum  Murao, Ebmer &

Tadauchi, 2006

14

クラカケチビコハナバチ

Lasioglossum allodalum  Ebmer &

Sakagami, 1985

1 1 2 1 1

オバケチビコハナバチ

Lasioglossum spectrum  Murao, 2021
1 8

ズマルツヤコハナバチ

Lasioglossum proximatum  (Smith, 1879)
5

ヒラシマアオコハナバチ

Lasioglossum problematicum  (Blüthgen,

1923)

1 1

アルマンカタコハナバチ

Lasioglossum harmandi  (Vachal, 1903)
1 1

フタモンカタコハナバチ

Lasioglossum scitulum  (Smith, 1873)
1 3 2 2 2

コハナバチの一種

Lasioglossum  sp.
2 1 1

チビコハナバチの一種

Lasioglossum  sp.
1 3 9 1 1 1 1

オクエツヤドリコハナバチ

Sphecodes okuyetsu  Tsuneki, 1983
1

エサキヤドリコハナバチ

Sphecodes simillimus  Smith, 1873
1

ヤドリコハナバチの一種

Sphecodes  sp.
3

タノヤドリコハナバチ

Sphecodes tanoi Tsuneki, 1983
1

セイボウ上科 Chrysidoidea

アリガタバチ科 Bethylidae

シガアリガタバチ

Bethylus shiganus  Terayama, 2006
1 1 1

セイボウ科 Chrysididae

ヤマトセイボウモドキ

Cleptes japonicus  Tosawa, 1940
31 12 1 1

ナシヂセイボウ

Philoctetes harmandi  (Buysson, 1903)
1

ニセツヤセイボウの一種

Pseudomalus  sp.
1 1

カマバチ科 Dryinidae

キタムネアカトゲヌキカマバチ

Anteon gaullei  Kieffer, 1905
1

ツヤクロトゲヌキカマバチ

Anteon pubicorne  (Dalman, 1818)
3 2

マエトウマメカマバチ

Aphelopus maetoi  Olmi, 1995
4 1 1 1 1 4

マメカマバチの一種

Aphelopus  sp.
1 1 4

カマバチの一種

Gonatopus sp.
1

スズメバチ上科 Vespoidea

クモバチ科 Pompilidae

ナミヒメクモバチ

Auplopus carbonarius  (Scopoli, 1763)
2 1 2 2 1 1 2

ヒメクモバチの一種

Auplopus  sp.
1

学名



 

愛冠 糸魚沢1-1 糸魚沢1-2 糸魚沢2 床譚 別寒辺牛1 別寒辺牛2-1 別寒辺牛2-2 別寒辺牛3 別寒辺牛4-1 別寒辺牛4-2 別寒辺牛5 別寒辺牛6 奔渡1-1 奔渡1-2 末広1-1 末広1-2 末広2-1 末広2-2 霧多布1 霧多布2

コシボソヒゲクモバチ

Dipogon immarginatus  (Gussakovskij,

1933)

1 1 1 1

チシマヒゲクモバチ近似種

Dipogon sp. nr.kurilensis
1 1

ヒゲクモバチの一種

Dipogon  sp.
2

コフタスジクモバチ

Eopompilus minor  Gussakovskij, 1933
1

クロクモバチの一種

Anoplius  sp.
1

キタクモバチの一種

Arachnospila  sp.
1

コツチバチ科 Tiphidae

オオコツチバチ

Tiphia latistriata  Allen & Jaynes, 1930
24 15 1

スズメバチ科 Vespidae

クロスズメバチ

Vespula flaviceps  (Smith, 1858)
1

ツヤクロスズメバチ

Vespula rufa  (Linnaeus, 1758)
1 2

学名


